
2026年度

時 期 ２年C巡 単元 学科 教科名

2026年4月1日

総時限 47時限 教科 北岡/石田

総時間 75.2時間 担当 吉田/中川

単位数 5

1．実務経験のある教員による授業科目 該当

６．学修時間と単位

５．準備学習

本科目は、1単位あたり45時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としている。

1単位の修得に必要となる学修時間の目安は、15～30時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）30～15

時間である。

　１）履修試験での学習評価　　筆記試験１００点にて評価する。

  　　整備科、国際科　６０点以上で合格、工学科　７０点以上で合格。

  ２）出題試験項目

　　　①国家二級総合試験内容

　事前に国家二級登録試験の内容を確認し、総合的に復習をおこなっておく

　自主的な学習により、総合問題への理解度を高める

　自動車整備士として、自動車整備全般の実務経験がある教員により自動車整備全般について指導する。

　①国家試験を想定した練習問題でエンジン分野の復習をする。

　③国家試験を想定した練習問題でシャシ分野の復習をする。

　③国家試験を想定した練習問題で電装分野の復習をする。

　④国家試験を想定した練習問題で工学分野の復習をする。

４．学習評価（期末試験での主な試験項目）

３．授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

２．教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

　⑤国家試験を想定した練習問題で法令分野の復習をする。

　①エンジン分野の国家試験程度の問題が理解出来る。

　②シャシ分野の国家試験程度の問題が理解出来る。

　③電装分野の国家試験程度の問題が理解出来る。

　④工学分野の国家試験程度の問題が理解出来る。

　⑤法令分野の国家試験程度の問題が理解出来る。

授業計画一級自動車工学科・自動車整備科

発行日科 目 自動車整備関連

自動車整備応用

教科書等

持参品

２級自動車整備士（総合）

２級科目別問題

クロームブック



時 期 単元 教科名

８．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量
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3 授業ノート 人数分
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6 クロームブック 各1
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２級自動車整備士（総合） 各１

工学計算問題解説２

工学計算問題解説３

道路運送車両法

保安基準

演習１

～

演習16

総論、動力伝達装置

アクスル及びサスペンション

ステアリング装置

ホイール及びタイヤ

ホイール・アライメント

ブレーキ装置

フレーム及びボデー、安全装置及び付属装置

先進安全技術

半導体

総論、本体

本体

潤滑装置

冷却装置

燃料装置

吸排気装置

電子制御

故障原因探求

ハイブリッド及び電気自動車

電装

工学

工学

工学

工学

工学

バッテリ、電気装置の配線（CAN）

始動装置

充電装置

点火装置

予熱装置

冷暖房装置

材料

燃料及び潤滑剤

工学計算問題解説１

電装

電装

電装

電装

電装

電装

エンジン

エンジン

エンジン

エンジン

エンジン

エンジン

エンジン

エンジン

エンジン

演習

法令

法令

演習

一級自動車工学科・自動車整備科 2026年度 授業計画

主な授業内容

 ７．業概要（時限ごとの主な授業内容）

２年C巡 学科 自動車整備応用

シャシ

シャシ

シャシ

シャシ

シャシ

シャシ

シャシ

シャシ


